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は
じ
め
に

　

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
九
月
に
『
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所　

二
〇
年
の
歩
み
』
が
刊
行
さ
れ
た
が
、「
第
三
章　

研
究
」
の
執

筆
を
担
当
し
た
の
は
ほ
か
な
ら
ぬ
筆
者
で
あ
っ
た（

１
）。

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
に
開
設
さ
れ
た
柳
田
文
庫
・
民
俗
資
料
室
、
昭

和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
の
民
俗
学
研
究
所
設
立
を
経
て
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
至
る
ま
で
を
仮
に
第
一
期
と
す
る
と
、
そ
れ

か
ら
二
〇
年
以
上
も
経
過
し
て
お
り
（
平
成
二
十
六
年
ま
で
を
第
二
期
と
す
る
）、
そ
の
間
民
俗
学
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
学
際
的
研

究
が
推
進
さ
れ
、
少
な
か
ら
ぬ
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
今
後
の
新
た
な
研
究
の
展
開
を
期
す
た
め
に
、
改
め
て
こ
の
二
〇
年

ほ
ど
の
足
跡
を
回
顧
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

本
研
究
所
の
研
究
活
動
は
、
定
期
的
に
開
か
れ
る
所
員
研
究
例
会
と
共
同
研
究
、
そ
し
て
委
託
研
究
が
主
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
う
ち
委
託
研
究
は
、
柳
田
國
男
の
遺
志
に
基
づ
い
て
、
南
島
研
究
を
推
進
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
と
言
っ
て
良
い
。
昭

和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
か
ら
三
年
継
続
で
、
大
藤
時
彦
が
「
沖
縄
の
口
承
文
芸
」
な
る
テ
ー
マ
で
こ
の
種
の
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
、

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
の
平
敷
令
治
「
沖
縄
本
島
の
門
中
墓
に
関
す
る
調
査
」
な
る
研
究
を
も
っ
て
一
応
の
終
止
符
が
打
た

れ
た
。
こ
れ
ら
委
託
研
究
に
基
づ
く
成
果
は
、『
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
の
各
号
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
現
在
の
所
員
研
究
例
会
の
前
身
と
も
い
う
べ
き
「
年
中
行
事
研
究
会
」
が
発
足
し
た
の
は
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）

八
月
で
あ
る
。
こ
の
研
究
会
は
本
学
教
員
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
外
研
究
者
を
交
え
て
行
わ
れ
、
し
か
も
民
俗
学
と
歴
史
学
と
い
う
二

つ
の
学
問
の
接
点
を
さ
ぐ
る
共
同
研
究
と
い
っ
た
色
彩
を
帯
び
た
も
の
で
、
個
別
行
事
ご
と
に
検
討
を
重
ね
、
都
合
三
〇
回
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
研
究
会
に
ひ
き
続
い
て
「
通
過
儀
礼
研
究
会
」
が
発
足
し
、
同
様
の
方
式
で
研
究
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
に
民
俗
学
研
究
所
が
設
立
さ
れ
て
以
降
、
柳
田
文
庫
・
民
俗
資
料
室
当
時
と
異
な
り
、
所
員
研
究
例

会
は
も
っ
ぱ
ら
個
人
研
究
の
成
果
を
発
表
し
、
情
報
交
換
を
行
う
場
と
な
っ
て
お
り
、
共
同
研
究
は
別
の
形
で
組
織
化
さ
れ
る
よ
う
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に
な
っ
た
。

　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
共
同
研
究
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
助
成
金
の
交
付
を
得
て
実
施
す
る
大
型
の
共
同
研
究
（
特
別
研
究
）
と

研
究
所
の
経
費
に
よ
る
小
型
の
共
同
研
究
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
）
が
あ
る
。
前
者
の
第
一
期
の
代
表
例
が
日
本
学
術
振
興
会
の
研

究
助
成
を
得
て
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
か
ら
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
に
至
る
三
年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
「
山
村
生

活
五
〇
年
、
そ
の
文
化
変
化
の
研
究
」（
代
表
者
・
主
事
野
口
武
徳
、
後
主
事
・
我
妻
健
治
）
で
あ
る
。
共
同
研
究
に
は
も
う
一
つ
、
所

蔵
資
料
の
整
理
と
解
題
の
作
成
と
い
っ
た
、
基
礎
的
調
査
・
研
究
が
あ
る
。
以
下
第
二
期
の
共
同
研
究
の
足
跡
を
、
先
ず
は
こ
の
基

礎
的
調
査
・
研
究
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

一
、
基
礎
的
調
査
・
研
究
と
特
別
研
究

　

い
ず
れ
の
共
同
研
究
も
、
内
外
の
五
、
六
人
か
ら
十
数
人
の
メ
ン
バ
ー
で
、
お
お
む
ね
研
究
期
間
は
三
年
で
あ
り
、
三
年
目
の
終

了
時
あ
る
い
は
四
年
目
に
成
果
を
公
表
す
る
、
と
い
う
の
が
約
束
事
で
あ
る
。

　

民
俗
学
研
究
所
の
「
柳
田
文
庫
」
は
、
民
俗
学
関
係
の
も
の
が
中
心
で
あ
る
が
、
人
文
科
学
の
多
方
面
に
及
ぶ
資
料
に
満
ち
溢
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
整
理
し
解
題
を
作
成
し
公
刊
す
る
こ
と
は
、
研
究
の
進
展
に
資
す
る
た
め
の
必
要
な
作
業
で
あ
る
。
大

変
地
味
で
あ
り
、
ま
た
労
力
を
要
す
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
を
基
礎
的
調
査
・
研
究
と
位
置
づ
け
、
所
員
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
時
に

は
外
部
の
研
究
者
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
成
果
刊
行
物
を
記
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

�（
ａ
）
川
部
裕
幸
・
田
中
宣
一
・
森
田
晃
一
・
吉
原
健
一
郎
編　

一
九
九
三
「『
諸
国
叢
書
』
目
録
」『
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
第

一
七
集
。

　

�（
ｂ
）
民
俗
学
研
究
所
編
〈
編
集
代
表
・
田
中
宣
一
〉
一
九
九
五
『
日
本
の
食
文
化　

補
遺
編
』
岩
崎
美
術
社
（「
食
習
採
集
手
帳
」

橋
浦
泰
雄
旧
蔵
資
料
集
録
）。
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（
ｃ
）
伊
藤
幹
治
編　

一
九
九
八
「
柳
田
國
男
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
族
学
・
民
俗
学
」『
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
第
二
二
集
別
冊
。

　
（
ｄ
）
民
俗
学
研
究
所
編
（
編
集
代
表
・
伊
藤
幹
治
）
一
九
九
九
『
柳
田
文
庫
蔵　

南
島
文
献
解
題
』
砂
子
屋
書
房
。

　
（
ｅ
）
民
俗
学
研
究
所
編
（
編
集
代
表
・
松
崎
憲
三
）
二
〇
一
五
「『
山
村
採
集
手
帳
』
Ｃ
、
Ｄ
」。

　
（
ｆ
）
民
俗
学
研
究
所
編
（
編
集
代
表
・
松
崎
憲
三
）
二
〇
一
五
「『
沿
海
採
集
手
帳
』、『
海
村
採
集
手
帳
』
Ｃ
、
Ｄ
」。

　

な
お
、
多
少
（
ｃ
）
と
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
高
木
昌
史
編
二
〇
〇
六
『
柳
田
國
男
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
～
口
承
文
芸
の
東
西
～
』（
三

交
社
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
一
部　

柳
田
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
口
承
文
芸
研
究

　

第
二
部　

昔
話
・
伝
説
の
東
西

　

第
三
部　

テ
ー
マ
研
究

　

第
一
部
は
、
柳
田
の
口
承
文
芸
論
成
立
の
特
色
を
、
柳
田
文
庫
所
蔵
の
英
語
・
独
語
・
仏
語
文
献
調
査
を
踏
ま
え
て
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
第
二
部
以
降
は
、
日
本
の
口
承
文
芸
論
に
お
け
る
柳
田
の
位
置
を
確
認
し
、
さ
ら
に
そ

れ
を
発
展
さ
せ
、
比
較
研
究
の
土
台
構
築
を
め
ざ
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　

次
い
で
特
別
研
究
に
移
る
。
い
ず
れ
も
私
学
振
興
・
共
済
事
業
団
の
研
究
助
成
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

（
１
）
田
中
宣
一
・
小
島
孝
夫
編　

二
〇
〇
二
『
海
と
島
の
く
ら
し
～
沿
海
諸
地
域
の
文
化
変
化
～
』
雄
山
閣
。

　

柳
田
文
庫
に
は
、
日
本
の
村
落
社
会
を
対
象
と
し
た
総
合
調
査
の
先
駆
け
を
な
す
、
貴
重
な
資
料
が
三
種
類
存
在
す
る
。
い
ず
れ

も
柳
田
の
主
導
の
も
と
に
実
施
さ
れ
た
調
査
記
録
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
昭
和
九
年
か
ら
十
一
年
（
一
九
三
四
～
三
六
）
に
わ
た
る
「
山

村
調
査
」
に
か
か
わ
る
も
の
、
二
つ
目
は
昭
和
十
二
年
か
ら
十
四
年
（
一
九
三
七
～
三
九
）
の
「
海
村
調
査
」
に
か
か
わ
る
も
の
、

三
つ
目
は
昭
和
二
十
五
年
か
ら
二
十
七
年
（
一
九
五
〇
～
五
二
）
の
「
離
島
調
査
」
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
農
山
漁
村
は
長
年

わ
が
国
の
経
済
、
社
会
、
文
化
の
基
調
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
変
貌
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
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の
資
料
は
、
変
貌
を
と
げ
る
以
前
の
農
山
漁
村
の
文
化
、
社
会
の
実
態
と
そ
れ
以
降
の
文
化
、
社
会
の
変
化
を
知
る
上
で
貴
重
こ
の

上
な
い
資
料
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
第
一
期
の
昭
和
五
十
九
年
か
ら
六
十
一
年
（
一
九
八
四
～
一
九
八
六
）
に
は
、「
山
村

調
査
」
の
資
料
を
活
用
し
た
調
査
・
研
究
を
実
施
し
て
お
り
、
既
に
成
果
を
公
表
し
て
い
る
。
本
研
究
も
そ
れ
に
続
く
も
の
で
あ
り
、

「
海
村
調
査
」、「
離
島
調
査
」
の
資
料
を
用
い
、
海
を
め
ぐ
る
近
現
代
に
お
け
る
伝
承
文
化
の
変
化
に
分
析
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

○
総
論
編

　

一
、「
海
村
調
査
」、「
離
島
調
査
」
と
そ
の
成
果
の
活
用

　

二
、
沿
海
地
域
社
会
の
変
化

　

三
、
漁
撈
活
動
の
変
化

　

四
、
信
仰
生
活
の
諸
相

　

五
、
日
常
生
活
の
展
開

　

○
資
料
編　

一
五
か
所
の
追
跡
調
査

　

こ
れ
ら
の
報
告
、
論
考
を
通
じ
て
、
沿
海
諸
地
域
の
社
会
構
造
、
経
済
生
活
、
諸
習
俗
さ
ら
に
は
価
値
観
等
々
と
そ
の
後
の
変
化
、

お
よ
び
変
化
の
要
因
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
て
い
る
。

（
２
）
松
崎
憲
三
編　

二
〇
〇
七
『
諏
訪
系
神
社
の
御
柱
祭
～
式
年
祭
の
歴
史
民
俗
学
的
研
究
～
』
岩
田
書
院
。

　

諏
訪
大
社
は
、
特
異
な
神
社
形
態
お
よ
び
特
殊
な
祭
祀
の
存
在
に
よ
っ
て
古
く
か
ら
注
目
を
集
め
て
き
た
。
御
柱
祭
の
研
究
に
関

し
て
は
、
柱
立
て
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
は
そ
れ
な
り
に
研
究
蓄
積
が
あ
る
も
の
の
、
祭
祀
形
態
や
祭
祀
組
織
の
歴
史
的
変
遷
に
つ

い
て
は
、
ま
た
六
年
（
七
年
目
）
ご
と
の
寅
年
と
申
年
に
行
わ
れ
る
諏
訪
大
社
上
社
・
下
社
（
こ
れ
ら
を
大
宮
と
称
す
る
）
の
御
柱
祭

は
あ
ま
ね
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
諏
訪
地
方
の
氏
神
（
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
小
宮
と
称
す
る
）、
さ
ら
に
は
祝
神
、
道
祖
神
な
ど

の
祭
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
関
心
が
注
が
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
は
長
野
県
外
の
諏
訪
神
社
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で
も
、
御
柱
祭
や
そ
れ
に
類
似
す
る
祭
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
ち
ら
も
問
題
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

本
研
究
は
、
平
成
十
六
年
、
十
七
年
（
二
〇
〇
五
、
〇
六
）
の
申
・
酉
年
に
照
準
を
合
わ
せ
、
大
宮
の
み
な
ら
ず
小
宮
、
あ
る
い

は
各
地
に
存
在
す
る
諏
訪
系
神
社
に
お
け
る
御
柱
祭
り
や
柱
立
て
の
調
査
・
分
析
を
行
っ
た
。
と
り
わ
け
御
柱
祭
に
か
か
わ
る
人
々

が
、
時
代
状
況
や
社
会
状
況
に
対
応
し
な
が
ら
何
を
取
捨
選
択
し
、
伝
統
的
な
も
の
を
継
承
し
て
き
た
の
か
、
ま
た
い
か
な
る
も
の

を
加
え
な
が
ら
再
編
し
今
日
に
至
っ
た
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
を
課
題
に
据
え
て
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
成
果
報
告
は
以
下
の
三
部
構

成
で
あ
る
。

　

第
一
部　

大
宮
・
小
宮
の
御
柱
祭

　

第
二
部　

長
野
県
内
お
よ
び
隣
接
地
域
の
御
柱
祭

　

第
三
部　

御
柱
祭
の
周
辺

　

第
一
部
お
よ
び
第
二
部
は
お
よ
そ
推
測
が
つ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
第
三
部
に
つ
い
て
補
足
す
る
な
ら
ば
、
故
坪
井
洋
文
が

取
り
上
げ
た
山
の
神
信
仰
関
連
の
式
年
祭
や
、
浜
降
り
神
事
（
こ
れ
も
周
期
的
に
行
わ
れ
る
祭
で
あ
る
）
と
、
盆
の
柱
松
や
小
正
月
を

中
心
と
す
る
道
祖
神
祭
に
お
け
る
柱
立
て
行
事
に
言
及
す
る
こ
と
に
よ
り
、
御
柱
祭
の
特
徴
を
浮
き
ぼ
り
に
し
よ
う
と
設
定
し
た
も

の
で
あ
る
。

（
３
）
小
島
孝
夫
編　

二
〇
一
五
『
平
成
の
大
合
併
と
地
域
社
会
の
く
ら
し
～
』
明
石
書
店

　

本
研
究
は
、「
平
成
の
大
合
併
」
に
よ
る
地
域
社
会
の
再
編
に
際
し
て
、
人
々
が
共
有
す
る
危
惧
や
期
待
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
心
意
を
検
証
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
人
々
が
描
く
地
域
社
会
像
や
現
代
社
会
に
お
け
る
集
団
生
成
の
思
惟
を
明
ら
か
に
す
べ

く
努
め
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
・
分
析
対
象
地
域
に
は
「
山
村
調
査
」、「
海
村
調
査
」
関
連
地
域
を
設
定
し
て
お
り
、『
山
村
生
活

五
〇
年
～
そ
の
文
化
変
化
の
研
究
』、『
海
と
島
の
く
ら
し
～
沿
岸
諸
地
域
の
文
化
変
化
～
』
と
い
っ
た
特
別
研
究
の
流
れ
に
連
な
る

も
の
で
あ
る
。
成
果
報
告
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

○
論
集
編
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第
一
部　

町
村
合
併
の
歴
史
的
展
開

　

第
二
部　

地
域
社
会
の
生
活
文
化
や
思
惟
の
変
化

　

第
三
部　

合
併
に
対
す
る
受
容
と
対
抗

　

第
四
部　

地
域
社
会
の
現
状
と
課
題

　

○
資
料
編　

一
二
地
域
の
追
跡
調
査

　

資
料
編
で
は
「
山
村
調
査
」、「
海
村
調
査
」
あ
る
い
は
『
山
村
生
活
五
〇
年
』
の
成
果
を
念
頭
に
、
今
次
の
合
併
に
至
る
ま
で
の

経
過
、
合
併
後
の
生
活
の
変
化
に
つ
い
て
記
述
し
て
お
り
、
論
集
編
の
根
拠
を
成
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
論
集
編
に
お
い
て
は
、
平

成
の
大
合
併
に
至
る
ま
で
の
歴
史
的
展
開
を
踏
ま
え
て
、
今
次
の
合
併
に
対
す
る
当
該
地
域
の
受
容
、
対
抗
過
程
を
検
証
し
、
今
次

の
合
併
を
経
験
し
た
地
域
の
現
状
と
課
題
を
明
確
に
し
て
い
る
。

二
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
は
、
研
究
所
の
予
算
に
よ
る
比
較
的
小
規
模
な
も
の
で
あ
る
が
、
常
に
四
つ
ほ
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
が

並
行
し
て
研
究
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
着
実
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
言
え
る
。

（
１
）
田
中
宣
一
・
松
崎
憲
三
編　

一
九
九
五
『
食
の
昭
和
文
化
史
』
お
う
ふ
う
。

　

昭
和
十
六
、
十
七
年
（
一
九
四
一
、
四
二
）
に
、
民
間
伝
承
の
会
（
日
本
民
俗
学
会
の
前
身
）
に
よ
っ
て
食
習
俗
に
関
す
る
全
国
調

査
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
デ
ー
タ
が
「
食
習
採
集
手
帳
」
と
し
て
民
俗
学
研
究
所
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
貴
重
な
資
料
は
、『
日

本
の
食
文
化
』
と
し
て
本
研
究
所
の
手
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た（

２
）。

こ
れ
を
機
に
、
昭
和
初
期
に
お
け
る
食
習
俗
の
実
態
と
そ
の
後
の

変
化
、
今
日
的
課
題
を
把
握
す
べ
く
結
成
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
成
果
が
、
本
研
究
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

柳
田
が
『
明
治
大
正
史
世
相
篇
』
の
「
食
物
の
個
人
的
自
由
」
の
中
で
論
じ
た
近
代
の
食
習
俗
の
変
化
に
関
す
る
指
摘
に
つ
い
て
、
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『
日
本
の
食
文
化
』
記
載
内
容
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
検
証
を
試
み
た
論
稿
、
所
謂
「
御
馳
走
」
の
歴
史
的
変
化
を
分
析
し
た
論
稿
、

雑
穀
や
粥
に
対
す
る
価
値
観
に
つ
い
て
分
析
し
た
も
の
、
鍋
・
釜
と
火
所
と
し
て
の
イ
ロ
リ
・
カ
マ
ド
の
対
応
関
係
や
、
調
理
担
当

者
に
焦
点
を
当
て
た
論
稿
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
松
崎
憲
三
編　

一
九
九
八
『
近
代
庶
民
生
活
の
展
開
～
く
に
の
政
策
と
民
俗
～
』
三
一
書
房
。

　

民
俗
と
は
、
一
定
の
時
間
幅
を
も
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
言
語
、
行
為
、
観
念
、
事
物
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
言
う
ま
で
も
な
く

時
代
ご
と
の
政
治
・
経
済
・
社
会
状
況
に
対
応
し
つ
つ
繰
り
返
さ
れ
、
あ
る
い
は
再
編
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
必
ず
し
も
、
連

綿
と
し
て
同
じ
型
の
も
の
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
訳
で
も
な
い
。
し
か
も
変
貌
著
し
い
「
近
代
」
と
い
う
時
代
を
経
て
今
日
に
至
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
近
代
」
を
無
視
し
て
近
世
（
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
）
と
直
接
的
に
結
び
つ
け
て
民
俗
諸
事
象

を
把
握
す
る
と
い
っ
た
傾
向
も
み
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
研
究
姿
勢
に
対
す
る
反
省
機
運
が
よ
う
や
く
お
こ
り
、
一
方
で
は
現
代
に
も

関
心
が
注
が
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
前
提
と
し
て
「
近
代
」
を
相
対
化
す
る
必
要
性
が
認
識
さ
れ
始
め
た
。
本
研
究
も
、
民
俗
学

の
視
点
か
ら
「
近
代
」
あ
る
い
は
「
近
代
化
」
を
見
据
え
る
べ
く
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
近
代
日
本
は
積
極
的
に
西
欧
文
化
を
吸
収
し
、
ま
た
近
代
国
家
の
建
設
を
め
ざ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
推

進
し
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
伝
統
的
な
社
会
、
文
化
と
の
間
に
激
し
い
対
立
、
葛
藤
を
生
み
出
し
た
が
、
一
方
で
は
新
し
い
社
会
、

文
化
が
創
造
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
中
で
民
俗
は
ど
う
息
づ
い
て
来
た
の
か
。
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
に
再
創
造
さ
れ
、
も
し
く
は
何
故

消
滅
し
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
解
明
が
、
本
研
究
の
課
題
で
あ
る
。

　

民
俗
学
徒
は
、
自
治
体
史
作
成
や
文
化
財
保
護
と
の
関
係
で
行
政
・
政
治
と
か
か
わ
り
な
が
ら
、
一
方
で
政
治
的
施
策
と
は
距
離

を
置
く
と
い
う
姿
勢
を
貫
い
て
き
た
。
ち
な
み
に
神
島
二
郎
は
、
民
俗
学
研
究
所
の
公
開
公
演
に
お
い
て
、
柳
田
の
教
育
勅
語
批
判

や
『
国
史
と
民
俗
学
』、『
神
道
と
民
俗
学
』
を
引
き
合
い
に
出
し
つ
つ
、「
柳
田
さ
ん
は
彼
な
り
に
当
時
に
お
い
て
も
、
道
理
に
反

す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
き
ち
っ
と
反
論
し
て
誤
り
を
指
摘
す
る
こ
と
を
怠
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
指
摘
し
、
柳
田
の
学
問
と
思
想

を
下
か
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
下
か
ら
の
近
代
化
を
め
ざ
し
た
も
の
と
結
論
づ
け
て
い
る（

３
）。

柳
田
の
研
究
姿
勢
に
は
及
ぶ
べ
く
も
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な
い
が
、
多
少
な
り
と
も
近
づ
く
べ
く
努
力
が
必
要
で
あ
り
、
本
研
究
は
そ
の
さ
さ
や
か
な
努
力
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
ほ

か
先
の
特
別
研
究
で
言
及
し
た
小
島
孝
夫
編
『
平
成
の
大
合
併
と
地
域
社
会
の
く
ら
し
』、
後
ほ
ど
触
れ
る
田
中
宣
一
編
『
暮
ら
し

の
革
命
』
も
、
同
様
に
国
や
自
治
体
の
政
治
的
施
策
と
民
俗
と
の
対
応
関
係
を
課
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
本
研
究
の
成

果
の
内
容
は
、

　

第
一
部　

生
活
の
リ
ズ
ム
と
そ
の
変
化

　

第
二
部　

神
社
祭
祀
・
祖
先
祭
祀

　

第
三
部　

戦
争
を
め
ぐ
る
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア

以
上
で
あ
る
が
、
扱
っ
た
テ
ー
マ
は
明
治
の
改
暦
と
年
中
行
事
・
地
方
改
良
運
動
と
民
俗
、
神
社
合
祀
と
復
祀
、
国
の
宗
教
政
策
と

葬
制
・
墓
制
・
先
祖
祭
祀
、
戦
没
者
祭
祀
や
戦
争
を
め
ぐ
る
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
等
々
で
あ
る
。
主
と
し
て
近
代
国
家
が
推
進
し
た
政
策

と
民
俗
と
の
対
立
、
葛
藤
の
様
相
、
お
よ
び
民
俗
が
再
編
さ
れ
つ
つ
息
づ
い
て
き
た
プ
ロ
セ
ス
を
跡
づ
け
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ

る
。（

３
）
松
崎
憲
三
編　

二
〇
〇
二
『
同
郷
社
集
団
の
民
俗
学
的
研
究
～
都
市
と
農
村
の
交
流
～
』
岩
田
書
院

　

近
代
以
降
、
向
都
離
村
に
よ
っ
て
東
京
、
大
阪
ほ
か
の
都
市
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
出
郷
者
（
離
郷
者
）
達
は
、
都
市
と
い

う
異
質
な
社
会
の
中
で
結
節
を
求
め
て
同
郷
者
集
団
を
結
成
し
た
。同
郷
者
集
団
と
は「
故
郷
を
と
も
に
す
る
・
都
市
部
を
中
心
と
す

る
居
住
者
達
の
集
ま
り
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
そ
の
あ
り
方
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
上
層
階
級
の
出
郷
者
を
組
織
し
た
県
人
会
と
、

一
般
庶
民
が
組
織
し
た
郷
（
土
）
人
会
と
を
区
別
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
を
視
野
に
入
れ
て
研
究
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
同
郷
者
集
団
な
る
用
語
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
成
果
報
告
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
一
部　

同
郷
者
集
団
の
実
態

　

第
二
部　

職
業
・
学
業
と
故
郷

　

第
三
部　

都
市
と
農
村
の
交
流
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都
市
に
移
住
し
た
出
郷
者
達
は
そ
の
後
ど
う
い
っ
た
生
活
を
送
り
、
ま
た
故
郷
に
ど
の
よ
う
な
思
い
を
描
い
て
い
る
の
か
。
さ
ら

に
は
彼
等
が
所
属
す
る
同
郷
者
集
団
は
、
ど
う
い
っ
た
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か
。
一
方
地
方
に
在
住
す
る
人
々
は
、
出
郷
者
を
中

心
と
す
る
都
市
人
に
何
を
期
待
し
、
自
ら
の
生
活
地
を
い
か
に
維
持
、
再
編
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
こ
う
し
た
問
題
の
解
明
が

本
研
究
の
目
的
で
あ
る
。
同
郷
者
集
団
の
分
析
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
都
市
と
農
村
の
交
流
を
視
野
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
点
に
、

本
研
究
の
特
徴
が
あ
る
と
い
え
る
。

（
４
）
小
島
孝
夫
編　

二
〇
〇
五
『
海
の
民
俗
文
化
～
漁
撈
習
俗
の
伝
播
に
関
す
る
実
証
的
研
究
～
』
明
石
書
店

　

漁
撈
技
術
や
漁
撈
儀
礼
と
い
っ
た
漁
撈
習
俗
に
つ
い
て
、
黒
潮
流
域
（
対
馬
流
域
も
含
む
）
の
事
象
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
伝
播

過
程
の
実
証
的
把
握
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
報
告
は
、

　

序
論　

な
ぜ
、
今
「
伝
播
」
を
問
う
の
か

　

第
一
章　

佐
渡
と
石
見
漁
師
の
伝
承

　

第
二
章　
「
改
良
」
と
呼
ば
れ
る
技
術
の
伝
播

　

第
三
章　

丹
後
ブ
リ
大
敷
網
導
入
前
後

　

第
四
章　

移
住
地
域
に
お
け
る
民
俗
文
化
の
空
洞
化
と
組
織
化

　

第
五
章　

漁
撈
習
俗
伝
播
の
諸
相

　

第
六
章　

総
括
に
か
え
て

以
上
六
章
構
成
で
あ
る
。
文
化
の
伝
播
に
関
し
て
は
、
発
信
側
と
受
信
側
双
方
に
視
点
を
当
て
て
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
検
証
す
る
作
業

が
必
要
な
も
の
の
、
そ
れ
は
な
か
な
か
容
易
で
な
い
。
ま
た
五
人
と
い
う
少
人
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
が
、
伝
播
の

捉
え
方
は
微
妙
に
異
な
り
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
い
。
そ
の
分
多
様
な
伝
播
の
捉
え
方
を
提
示
し
て
お
り
、
今
後
の
研
究
の
進
展
に

資
す
る
所
は
大
き
い
。

（
５
）
田
中
宣
一
・
小
島
孝
夫
編　

二
〇
〇
九
『
半
島
の
く
ら
し
～
広
域
民
俗
誌
の
試
み
～
』
慶
友
社
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民
俗
学
に
お
い
て
は
、
自
然
村
と
も
言
う
べ
き
ム
ラ
程
度
の
地
域
、
あ
る
い
は
明
治
行
政
村
程
度
の
地
域
を
対
象
に
民
俗
の
全
体

像
を
民
俗
誌
と
し
て
記
述
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
、
多
く
の
蓄
積
も
あ
る
。
そ
の
一
方
、
東
京
教
育
大
学
の
和
歌
森
太
郎
を
中
心
と

す
る
一
連
の
広
域
民
俗
誌
、
九
学
会
連
合
に
よ
る
広
域
総
合
調
査
の
実
施
例
が
あ
る
も
の
の（

４
）、

そ
れ
以
降
は
途
絶
え
て
い
る
。
本
研

究
は
改
め
て
愛
知
県
知
多
半
島
の
伝
承
文
化
の
全
体
像
を
把
握
す
べ
く
努
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
成
果
報
告
の
構
成
は
、

　

第
一
章　
「
広
域
民
俗
誌
」
作
成
に
向
け
て

　

第
二
章　

知
多
半
島
の
概
要

　

第
三
章　

半
島
全
域
を
対
象
と
し
た
問
題

　

第
四
章　

半
島
南
部
の
個
別
事
例
研
究

以
上
で
あ
る
。「
半
島
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
論
じ
た
後
、
知
多
半
島
の
歴
史
的
、
民
俗
的
概
要
に
触
れ
、
そ
の
う
え
で
生
活
感
覚

と
し
て
の
方
向
認
識
、
霊
場
巡
拝
と
観
光
、
風
水
害
か
ら
み
た
半
島
の
変
化
と
い
っ
た
ト
ピ
カ
ル
な
テ
ー
マ
で
半
島
全
体
像
の
特
徴

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
半
島
南
端
部
に
焦
点
を
当
て
、
生
業
・
通
過
儀
礼
・
墓
制
に
限
定
し
て
分
析
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
６
）
松
崎
憲
三
編　

二
〇
一
〇
『
小
京
都
と
小
江
戸
～
う
つ
し
文
化
の
研
究
～
』
岩
田
書
院

「
小
京
都
」、「
小
江
戸
」
な
る
言
葉
は
よ
く
耳
に
し
、
目
に
も
す
る
し
あ
ま
ね
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
先
行
研
究
は
少
な
い
。

そ
こ
で
「
う
つ
し
」
文
化
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
立
っ
て
手
が
け
た
の
が
本
研
究
で
あ
る
。
ち
な

み
に
こ
こ
で
言
う
「
う
つ
し
」
文
化
と
は
、
モ
デ
ル
地
域
の
景
観
や
文
化
の
象
徴
的
な
部
分
を
移
入
、
再
構
成
し
、
そ
の
う
え
で
モ

デ
ル
と
な
る
地
域
の
名
を
冠
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
雅
び
た
文
化
、
華
や
か
な
文
化
へ
の
憧
憬
と
、
そ
の
繁
栄
に
あ
や
か
り

た
い
と
い
う
心
意
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。

「
小
京
都
」
へ
の
志
向
は
古
く
か
ら
為
政
者
の
間
に
存
在
し
た
。
藤
原
氏
に
よ
る
奥
州
平
泉
、
応
仁
の
乱
に
よ
っ
て
京
都
か
ら
下

向
し
た
公
家
に
よ
る
土
佐
中
村
、
大
内
氏
に
よ
る
山
口
や
徳
川
氏
に
よ
る
江
戸
の
町
造
り
が
主
だ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
に

わ
か
に
増
え
た
の
は
高
度
経
済
成
長
期
の
旧
国
鉄
に
よ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ジ
ャ
パ
ン
）
以
降
で
あ
る
。
地
域
側
は
歴
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史
的
風
土
や
文
化
の
観
光
資
源
化
を
目
論
見
、
訪
れ
る
側
は
日
本
的
な
も
の
、
心
の
故
郷
を
求
め
た
た
め
で
あ
る
。
一
方
、「
小
江
戸
」

に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
し
さ
が
形
作
ら
れ
た
の
は
幕
末
か
ら
近
代
初
頭
に
か
け
て
で
あ
る
が
、「
小
江
戸
」
と
銘
う
っ
た
の
は
近
年

の
こ
と
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
両
者
と
も
、
モ
デ
ル
と
緊
張
関
係
を
持
ち
つ
つ
そ
れ
を
模
倣
し
、
身
の
丈
に
見
合
っ
た
も
の
に
整
え
な

が
ら
独
自
の
文
化
を
育
ん
で
き
た
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
辿
り
つ
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
探
る
、
こ
れ
が
本
研
究

の
目
的
で
あ
り
、
成
果
報
告
は
、

　

第
一
部　

小
京
都
を
め
ぐ
っ
て

　

第
二
部　

小
京
都
と
小
江
戸
の
狭
間
で

　

第
三
部　

小
江
戸
を
め
ぐ
っ
て

以
上
の
三
部
構
成
で
あ
る
。「
小
京
都
」
と
し
て
山
口
、
津
和
野
を
取
り
上
げ
、「
小
江
戸
」
と
し
て
旧
佐
原
市
、
栃
木
市
を
取
り
上

げ
た
が
、「
う
つ
し
」
文
化
の
数
少
な
い
研
究
書
と
言
え
る
と
と
も
に
、「
小
京
都
」、「
小
江
戸
」
の
狭
間
に
あ
っ
て
揺
れ
動
く
金
沢
、

静
岡
県
下
の
マ
チ
を
取
り
上
げ
た
こ
と
も
、
特
徴
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。

（
７
）
田
中
宣
一
編　

二
〇
一
一
『
暮
ら
し
の
革
命
～
戦
後
農
村
の
生
活
改
善
事
業
と
新
生
活
運
動
～
』
農
山
漁
村
文
化
協
会

　

研
究
代
表
者
で
あ
る
田
中
は
、
既
に
「
生
活
改
善
運
動
と
民
俗
の
変
化
」、「
生
活
改
善
運
動
と
民
俗
」
な
る
先
行
論
文
を
ま
と
め

て
い
る
が（

５
）、

こ
う
し
た
実
績
を
踏
ま
え
て
組
織
化
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
当
時
の
農

林
省
が
推
進
し
た
生
活
改
善
事
業
と
、
新
生
活
運
動
協
会
で
主
導
し
た
新
生
活
運
動
を
本
研
究
で
は
新
生
活
運
動
諸
活
動
と
し
、
そ

れ
ら
を
立
案
し
た
「
官
」
の
論
理
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
を
受
容
し
た
「
民
」
の
論
理
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
そ
の
実
態
を
分
析
し

た
も
の
で
あ
る
。
成
果
報
告
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
一
章　

生
活
改
善
事
業
と
新
生
活
運
動

　

第
二
章　

生
活
改
良
普
及
員
の
地
域
活
動

　

第
三
章　

地
域
に
お
け
る
食
住
生
活
の
変
容
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第
四
章　

生
活
改
善
、
新
生
活
運
動
か
ら
地
域
づ
く
り
へ

　

先
ず
第
一
章
で
は
、
中
央
に
お
い
て
「
官
」
が
思
い
描
い
て
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
の
全
体
像
を
ま
と
め
、
第
二
章
で
は
、
現
地

に
お
い
て
こ
れ
ら
の
運
動
を
推
進
し
た
人
々
か
ら
み
た
運
動
の
実
態
を
記
述
し
て
い
る
。
次
い
で
第
三
章
で
は
、
食
と
住
生
活
を
中

心
に
当
該
地
域
で
改
善
が
ど
の
よ
う
な
形
で
実
践
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
報
告
し
、
最
後
の
第
四
章
で
は
、
生
活
改
善
事
業
お
よ
び

新
生
活
運
動
の
個
々
の
問
題
点
と
、
地
域
の
再
生
が
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
松
崎
憲
三
編　

二
〇
一
四
『
人ひ

と

神が
み

信
仰
の
歴
史
民
俗
学
的
研
究
』
岩
田
書
院

　

祖
霊
・
御
霊
信
仰
を
含
む
人
神
信
仰
は
、
現
世
利
益
信
仰
と
と
も
に
民
俗
信
仰
の
中
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
柳
田
の

「
人
を
神
に
祀
る
風
習
」（『
民
族
』
二
巻
一
号　

一
九
二
六
年
）
以
来
の
研
究
蓄
積
が
あ
り
、
近
年
小
松
和
彦
の
『
神
に
な
っ
た
人
び
と
』

（
淡
交
社　

二
〇
〇
一
年
）
等
々
に
よ
っ
て
、
御
霊
を
中
心
と
し
た
人
神
信
仰
の
枠
を
超
え
た
研
究
の
可
能
性
が
提
示
さ
れ
た
。
ち
な

み
に
本
研
究
は
「
人
神
信
仰
の
歴
史
民
俗
学
的
研
究
」
と
銘
打
っ
て
い
る
が
、
仏
式
の
ホ
ト
ケ
も
合
わ
せ
て
研
究
対
象
と
し
て
い
る
。

神
仏
習
合
が
背
景
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
理
由
で
あ
る
が
、
神
式
を
採
用
す
る
か
仏
式
を
選
ぶ
か
は
便
宜
的
な
も
の
に
す
ぎ

ず
、
共
通
の
観
念
が
見
出
せ
る
も
の
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
人
神
信
仰
に
言
及
し
て
い
る
の
も
、
そ

の
分
析
を
通
し
て
民
俗
的
神
観
念
を
抽
出
し
う
る
と
考
え
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
成
果
報
告
の
構
成
は
、

　

第
一
部　

鎌
足
、
信
長
、
秀
吉
の
信
仰
と
祭
祀

　

第
二
部　

東
照
宮
お
よ
び
藩
祖
、
藩
主
の
信
仰
と
祭
祀

　

第
三
部　

人
神
信
仰
の
多
様
性

以
上
で
あ
る
。
鎌
足
、
秀
吉
等
古
代
、
中
世
以
来
の
人
神
か
ら
、
家
康
、
藩
祖
・
藩
主
、
義
士
、
義
民
等
近
世
、
近
代
に
至
る
ま
で

の
人
神
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
中
世
末
～
近
世
初
頭
、
そ
し
て
近
代
、
戦
後
か
ら
現
代
と
い
う
こ
の
種
の
信
仰
の
転
換
点
に
留
意

し
つ
つ
分
析
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
近
年
の
研
究
動
向
に
か
ん
が
み
、
顕
彰
神
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
担
ぎ
出
さ
れ
た
「
人
神
」
に
つ

い
て
論
じ
た
も
の
も
あ
る
。
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三
、
グ
ロ
ー
カ
ル
研
究
セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究

　

日
本
常
民
文
化
お
よ
び
美
学
美
術
史
専
攻
を
中
心
と
す
る
大
学
院
文
学
研
究
科
と
民
俗
学
研
究
所
は
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）

十
二
月
十
八
日
に
、
米
国
、
韓
国
、
国
内
の
研
究
者
を
招
聘
し
、
図
書
館
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「『
地
域
』
を
ど
う
と
ら
え
る
か

～
ロ
ー
カ
ル
文
化
の
継
承
と
再
創
造
」
な
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。「
地
域
」
そ
れ
ぞ
れ
に
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
固

有
の
歴
史
的
な
流
れ
が
あ
り
、
そ
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
有
形
、
無
形
の
文
化
が
存
在
す
る
。
し
か
し
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る

中
で
こ
の
よ
う
な
地
域
文
化
も
著
し
い
変
化
を
来
た
し
て
お
り
、
今
後
地
域
文
化
を
ど
う
継
承
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
、
あ
る
い
は

時
代
に
対
応
す
る
形
で
ど
の
よ
う
に
再
編
す
べ
き
か
と
い
っ
た
問
題
意
識
か
ら
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
（
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

報
告
書
は
、
平
成
十
八
年
三
月
に
同
名
の
タ
イ
ト
ル
で
、
文
学
研
究
科
・
民
俗
学
研
究
所
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
）。
実
は
こ
の
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
経
て
立
案
さ
れ
た
の
が
、
グ
ロ
ー
カ
ル
研
究
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
に
民
俗
学
研
究
所
所
員
（
主
と
し
て
兼
務
の
日
本
常
民
文
化
専
攻
の
教
員
）
が
中
心
と
な
っ
て
、「
グ
ロ

ー
カ
ル
化
時
代
に
再
編
す
る
日
本
の
社
会
・
文
化
に
関
す
る
地
域
・
領
域
横
断
的
研
究
」（
研
究
代
表
・
松
崎
憲
三
民
俗
学
研
究
所
長　

二
〇
〇
八
～
二
〇
一
〇
年
度
の
三
年
計
画
）
な
る
テ
ー
マ
で
、
文
部
科
学
省
の
「
平
成
二
十
年
度
（
二
〇
〇
八
年
度
）
私
立
大
学
戦
略
的

基
盤
整
理
事
業
（
研
究
拠
点
を
形
成
す
る
研
究
）」
に
応
募
し
、
幸
い
な
こ
と
に
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
採
択
を
受
け
て
、
同
年
十
月
に

グ
ロ
ー
カ
ル
研
究
を
実
施
・
推
進
す
る
目
的
で
、
民
俗
学
研
究
の
下
に
設
置
さ
れ
た
の
が
グ
ロ
ー
カ
ル
研
究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・

上
杉
富
之
教
授
）
で
あ
る
。
そ
の
後
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
再
び
「
社
会
的
・
文
化
的
複
数
性
に
基
づ
く
未
来
社
会
の
構

築
に
向
け
た
グ
ロ
ー
カ
ル
研
究
拠
点
の
形
成
」（
研
究
代
表
・
上
杉
富
之
グ
ロ
ー
カ
ル
研
究
セ
ン
タ
ー
長　

二
〇
一
一
～
二
〇
一
五
）
の
五

年
計
画
な
る
テ
ー
マ
で
同
事
業
に
申
請
し
、
こ
れ
も
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
グ
ロ
ー
カ
ル
研
究
セ
ン
タ
ー
は
独
立
す
る
こ
と

に
な
っ
た
（
研
究
機
構
所
属
）。
以
上
の
よ
う
な
経
緯
に
鑑
み
、
平
成
二
十
年
か
ら
の
最
初
の
共
同
研
究
に
つ
い
て
の
み
、
こ
こ
で
そ
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の
足
跡
を
辿
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ち
な
み
に
、
グ
ロ
ー
カ
ル
研
究
に
つ
い
て
は
上
杉
が
そ
の
枠
組
み
を
提
示
し
て
い
る
。
上
杉
に
よ
れ
ば
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
と
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
同
時
か
つ
相
互
に
密
接
に
影
響
を
及
ぼ
し
な
が
ら
展
開
す
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
」
を

基
に
、「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
共
振
を
対
象
化
」
す
る
の
が
「
グ
ロ
ー
カ
ル
研
究
」
で
あ
り
、
そ

れ
は
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
前
提
と
し
つ
つ
も
ロ
ー
カ
ル
な
場
に
焦
点
を
置
い
た
研
究
」
だ
と
い
う（

６
）。

以
上
を
前
提
に
四
グ

ル
ー
プ
（
四
テ
ー
マ
）
に
分
か
れ
て
共
同
研
究
を
実
施
し
、

（
１
）
小
田
亮
編　

二
〇
〇
九
『
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
共
同
性
』
民
俗
学
研
究
所
グ
ロ
ー
カ
ル
研
究
セ
ン
タ
ー
刊

（
２
）
小
島
孝
夫
編　

二
〇
一
〇
『
地
域
社
会
、
地
方
文
化
再
編
の
実
態
』
同
刊

（
３
）
小
澤
正
人
編　

二
〇
一
一
『
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
文
化
移
転
』
同
刊

（
４
）
上
杉
富
之
編　

二
〇
一
一
『
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
越
境
』
同
刊

以
上
四
冊
の
成
果
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。（
１
）、（
４
）
と
い
っ
た
文
化
人
類
学
関
係
の
成
果
は
、
そ
の
学
問
の
性
格
上
グ

ロ
ー
カ
ル
研
究
に
対
応
し
や
す
い
が
、
そ
の
他
の
分
野
の
成
果
に
つ
い
て
は
、「
グ
ロ
ー
カ
ル
化
」
と
い
っ
た
概
念
が
新
し
い
こ
と

か
ら
、
研
究
自
体
は
手
さ
ぐ
り
の
状
態
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
そ
の
評
価
は
第
三
者
に
ゆ
だ
ね
た
い
。
こ
こ
で
は
、
日
本
歴
史
学

と
日
本
民
俗
学
と
の
共
同
研
究
で
あ
る
（
２
）
に
言
及
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

　

日
本
の
地
域
社
会
を
対
象
と
す
る
場
合
、
何
を
も
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
と
し
、
さ
ら
に
そ
れ
が
ロ
ー
カ
ル
化
し
て
い
く
交
錯

過
程
を
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
検
証
す
る
の
か
、
こ
の
点
が
課
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
し
か
し
、
日
本
歴
史
学
と
日

本
民
俗
学
と
で
は
研
究
手
法
が
異
な
り
、
な
か
な
か
接
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
各
自
の
事
例
研
究
の
題
材
に
応
じ
て
模
索
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
一
章
、
篠
川
賢
の
「『
磐
井
の
乱
』
と
そ
の
後
」
は
、
北
九
州
の
豪
族
で
あ
る
磐
井
が
ヲ
ホ
ド
大
王
（
継
体
天
皇
）
を
頂
点
と
す

る
ヤ
マ
ト
政
権
と
戦
っ
て
敗
れ
た
事
件
を
例
に
、
ヤ
マ
ト
政
権
に
よ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
の
展
開
を
示
す
指
標
の
一
つ
と
し
て
、
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地
方
支
配
の
過
程
を
検
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
章
、
外
池
昇
の
「
沖
縄
に
お
け
る
王
陵
の
文
化
財
と
し
て
の
保
存
と
活
用
に
つ

い
て
～
天
山
陵
と
伊
是
名
玉
御
殿
～
」
は
、「
皇
室
典
範
」（
昭
和
二
十
二
年
制
定
）
が
規
定
す
る
「
陵
」
を
本
土
に
お
け
る
グ
ロ
ー

バ
ル
な
も
の
と
し
、
沖
縄
の
王
陵
を
宮
内
庁
が
陵
墓
と
し
て
管
理
し
て
い
な
い
状
況
を
ロ
ー
カ
ル
な
現
象
と
し
た
上
で
論
を
進
め
た

も
の
で
あ
る
。
王
陵
・
天
皇
陵
各
々
の
歴
史
的
経
緯
と
、
文
化
財
と
し
て
の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て
両
者
の
比
較
を
試
み
て
い
る
。

　

第
三
章
、
松
崎
憲
三
の
「
民
俗
信
仰
を
通
し
て
み
た
地
方
文
化
再
編
の
実
態
～
下
越
地
方
の
曹
洞
宗
寺
院
と
優
婆
尊
信
仰
～
」
は
、

新
潟
県
下
越
地
方
の
優
婆
尊
信
仰
を
題
材
と
し
て
、
曹
洞
宗
教
団
の
布
教
（
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
）
に
対
す
る
、
末
寺
や
地
域
社
会

の
人
々
の
（
ロ
ー
カ
ル
な
）
対
応
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
曹
洞
宗
教
団
に
あ
っ
て
は
中
世
以
降
葬
祭
仏

教
化
、「
神
人
化
度
伝
説
」
の
活
用
等
、
地
域
社
会
に
受
容
さ
れ
や
す
い
施
策
を
打
ち
出
し
た
。
一
方
最
前
列
に
あ
る
末
寺
は
こ
れ

ら
を
背
景
に
、
地
域
社
会
の
人
々
と
接
し
な
が
ら
布
教
の
あ
り
方
、
信
仰
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
き
た
。
対
す
る
地
域
社
会
の
人
々

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
的
欲
求
に
基
づ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
信
仰
を
取
捨
選
択
す
る
一
方
、
社
会
状
況
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
独
自
の

信
仰
を
培
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
末
寺
と
地
域
社
会
と
の
か
か
わ
り
、
い
わ
ば
仏
教
の
民
俗
化
と
民
俗
の
仏
教
化
と
の
相
互
作
用
の

歴
史
の
中
で
、
重
層
的
か
つ
多
様
な
民
俗
が
育
ま
れ
て
き
た
、
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
第
四
章
、
及
川
祥
平
の
『
近
代
の
贈
位
と
人

物
顕
彰
を
め
ぐ
る
基
礎
的
考
察
～
新
聞
資
料
の
分
析
か
ら
～
』
は
、
ロ
ー
カ
ル
な
価
値
観
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
（
あ
る
い
は
個
々
の
ロ

ー
カ
ル
な
場
、
集
団
を
超
え
た
レ
ベ
ル
で
共
有
さ
れ
る
）
価
値
観
と
の
交
錯
に
よ
っ
て
、
歴
史
上
の
人
物
が
郷
土
の
偉
人
や
「
ゆ
か
り
」

の
人
物
と
し
て
立
ち
現
れ
て
く
る
こ
と
に
着
目
し
、
近
代
の
贈
位
と
そ
れ
に
対
す
る
各
地
の
対
応
を
、
新
聞
資
料
を
用
い
て
明
ら
か

に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
五
章
、
田
中
宣
一
の
「
野
生
動
物
へ
の
対
応
と
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
野
生
動
物
と
人
間
と
の

関
係
を
対
象
に
、
近
年
の
野
生
動
物
に
対
す
る
動
物
愛
護
、
動
物
保
護
思
想
の
普
及
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
存
在
と
位
置
づ
け
、
野
生
動

物
へ
の
対
応
に
苦
慮
す
る
地
域
社
会
の
人
々
の
実
態
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
後
の
第
六
章
、
小
島
孝
夫
の
「
地
域
社
会
に
お

け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
抗
の
実
態
～
東
京
都
御
蔵
島
の
事
例
～
」
は
、
近
世
家
扶
持
米
制
度
に
よ
っ
て
島
内
生
活
を
維
持
し
て
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き
た
御
蔵
島
で
は
、
近
代
的
な
国
家
制
度
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
過
程
で
、
貨
幣
の
存
在
が
重
要
な
も
の
と
な
り
、
島
内
の
生
業
は

換
金
を
前
提
と
し
た
も
の
へ
と
推
移
し
て
行
っ
た
。
そ
の
点
を
踏
ま
え
て
資
源
利
用
を
題
材
に
、
島
内
で
行
わ
れ
て
き
た
換
金
活
動

を
分
析
し
、
島
外
社
会
へ
の
対
応
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
で
あ
る
が
、
日
本
歴
史
学
や
日
本
民
俗
学
は
元
来
地
域
や
地
域
性
の
存
在
を
前
提
と
す
る
学
問
分
野
で
あ
る
。
一
般
に
グ
ロ

ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
は
、
国
際
性
と
地
域
性
と
い
う
対
比
に
置
き
換
え
ら
れ
よ
う
が
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
論
稿
の
多
く
は
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
前
提
と
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ベ
ル
の
動
き
と
、
ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
の
動
き
の
対
比
で
捉
え
て
い
る
も
の
が
多
か

っ
た
。
そ
の
点
で
言
え
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
は
、
全
体
地
域
と
部
分
地
域
と
の
対
比
で
把
握
さ
れ
て
い
る
、
と
言
っ
て
良

い
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
、
第
二
期
の
グ
ロ
ー
カ
ル
研
究
は
、
民
俗
学
研
究
所
か
ら
独
立
し
た
グ
ロ
ー
カ
ル
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
に
お
い
て
は
相
互
に
協
力
し
て
開
催
す
る
こ
と
も
あ
り
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
七
月
二
十
八

日
に
は
、
柳
田
國
男
没
後
五
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
国
際
化
の
中
の
柳
田
國
男
～
『
遠
野
物
語
』
―
以
前
／
以
後
～
」
が
共

催
で
開
催
さ
れ
た
。
元
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
教
授
・
Ｒ
．
Ａ
．
モ
ー
ス
氏
と
東
京
学
芸
大
学
教
授
・
石
井
正
己
氏
を
お
招
き
し
て

行
っ
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
『
現
代
思
想
』
二
〇
一
二
年
十
月
臨
時
増
刊
号
「
柳
田
國
男
『
遠
野
物
語
』
以
前
／
以
降
」
特
集
（
青

土
社
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

結
び
に
か
え
て

　

以
上
、
こ
こ
二
〇
年
ほ
ど
の
民
俗
学
研
究
所
に
お
け
る
共
同
研
究
の
足
跡
を
辿
っ
て
き
た
。
い
ず
れ
の
研
究
も
学
部
・
大
学
院
を

本
務
と
す
る
兼
任
の
所
員
を
中
心
に
、
外
部
の
研
究
者
を
含
め
て
五
、
六
人
か
ら
十
数
名
の
構
成
メ
ン
バ
ー
で
、
三
年
間
を
目
安
に

実
施
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
オ
ー
バ
ー
ド
ク
タ
ー
の
研
究
員
も
加
わ
る
こ
と
が
少
な
く
な
く
、
共
同
研
究
は
若
手
研
究
者
の
育
成
と
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い
う
役
割
も
担
っ
て
お
り
、
現
に
多
く
の
研
究
者
を
輩
出
し
て
い
る
。

　

共
同
研
究
の
大
ま
か
な
傾
向
を
み
る
と
、
先
ず
柳
田
文
庫
所
蔵
の
貴
重
資
料
、
す
な
わ
ち
「
山
村
採
集
手
帖
」、「
沿
海
採
集
手
帖
」、

「
食
習
採
集
手
帖
」
あ
る
い
は
「
南
島
文
献
」
や
「
諸
国
叢
書
」
等
を
整
理
し
、
解
題
を
作
成
し
た
う
え
で
公
刊
す
る
と
い
う
基
礎
的

調
査
・
研
究
が
あ
り
、
こ
れ
は
第
一
期
に
ひ
き
続
き
、
第
二
期
の
当
初
に
行
わ
れ
た
。
次
い
で
、
そ
の
成
果
を
活
用
し
、
民
俗
変
化

の
要
因
を
探
る
研
究
が
な
さ
れ
た
。『
食
の
昭
和
文
化
史
』、『
海
と
島
の
く
ら
し
』
が
そ
の
主
た
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
や

追
跡
調
査
の
蓄
積
の
上
に
次
の
段
階
の
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
例
が
『
平
成
の
大
合
併
と
地
域
社
会
の
く
ら
し
』
で
あ
る
。

　

一
方
、
民
俗
学
徒
が
従
来
避
け
て
き
た
、
政
治
・
行
政
と
民
俗
学
と
の
関
係
、
諸
政
策
と
民
俗
（
地
域
社
会
）
と
の
対
立
・
葛
藤
、

あ
る
い
は
諸
政
策
へ
の
適
応
に
つ
い
て
、
田
中
、
松
崎
、
小
島
等
の
民
俗
専
攻
の
所
員
は
割
と
早
く
か
ら
こ
の
種
の
テ
ー
マ
を
手
が

け
て
お
り
、
そ
う
し
た
蓄
積
の
上
に
共
同
研
究
が
次
々
と
組
織
化
さ
れ
た
。
こ
れ
も
本
研
究
所
の
共
同
研
究
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、

『
近
代
庶
民
生
活
の
展
開
』、『
暮
ら
し
の
革
命
』、『
平
成
の
大
合
併
と
地
域
社
会
の
く
ら
し
』
が
そ
の
成
果
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
柱
は
、
柳
田
が
民
俗
学
研
究
の
中
核
に
据
え
た
民
俗
信
仰
関
連
の
研
究
で
あ
り
、
第
一
期
の
研
究
に
お
い
て
、
先
ず

最
初
に
掲
げ
た
テ
ー
マ
も
こ
の
種
の
「
民
間
呪
術
～
宗
教
者
と
地
域
住
民
～
」
と
題
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
期
も
そ
れ
が
引
き

継
が
れ
、『
諏
訪
系
神
社
の
御
柱
祭
』、『
小
京
都
と
小
江
戸
』、『
人
神
信
仰
の
歴
史
民
俗
学
的
研
究
』
と
し
て
結
実
し
て
い
る
。
伝

統
的
テ
ー
マ
の
中
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
課
題
を
掘
り
起
こ
す
と
と
も
に
、
新
し
い
テ
ー
マ
を
見
出
し
、
実
証
的
な
研
究
を
目
ざ
す
。

こ
れ
が
成
城
民
俗
学
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
で
あ
り
、
柳
田
の
人
と
な
り
学
問
を
論
評
す
る
類
の
研
究
と
は
無
縁
で
あ
る
。

　

な
お
、
隣
接
分
野
で
も
活
発
に
研
究
が
な
さ
れ
、
そ
の
成
果
も
少
な
く
な
い
が
、
一
覧
表
に
掲
げ
る
に
と
ど
め
た
い
。
ま
た
学
際

的
研
究
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
、
英
文
学
、
国
文
学
、
民
俗
学
専
攻
の
所
員
の
協
同
に
よ
る
『
柳
田
國
男
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
の
ほ
か
、

民
俗
学
と
歴
史
学
、
歴
史
学
と
国
文
学
と
の
間
の
共
同
研
究
の
成
果
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
よ
り
積
極
的
に
取
り
組
む
努
力
が
必

要
と
い
え
る
。
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隣
接
分
野
の
共
同
研
究
に
よ
る
成
果
一
覧

　
（
1
）　

小
峯
和
明
・
篠
川
賢
編　

二
〇
〇
四
『
日
本
霊
異
記
を
読
む
』
吉
川
弘
文
館
。

　
（
2
）　

小
島
孝
之
・
小
林
真
由
美
・
小
峯
和
明
編　

二
〇
〇
八
『
三
宝
絵
を
読
む
』
吉
川
弘
文
館
。

　
（
3
）　

篠
川
賢
・
増
尾
伸
一
郎
編　

二
〇
一
一
『
藤
氏
家
伝
を
読
む
』
吉
川
弘
文
館
。

　
（
4
）　

小
林
真
由
美
・
北
條
勝
貴
・
増
尾
伸
一
郎
編　

二
〇
一
五
『
寺
社
縁
起
の
古
層
～
注
釈
と
研
究
～
』
法
蔵
館
。

　
（
5
）　

小
澤
正
人　

二
〇
一
五
『
中
国
に
お
け
る
造
形
と
信
仰
の
諸
相
』
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所

　

註

　
（
1
）　

松
崎
憲
三　

一
九
九
三
「
研
究
」『
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所　

二
〇
年
の
歩
み
』
同
所
刊　

二
七
～
五
一
頁
。

　
（
2
）　

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
編
（
編
集
代
表
・
田
中
宣
一
）　

一
九
九
〇
『
日
本
の
食
文
化
』
岩
崎
美
術
社　

一
～
六
六
七
頁
。

　
（
3
）　

神
島
二
郎　

一
九
八
五
「
柳
田
國
男
の
学
問
と
思
想
」『
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
九
集　

同
所
刊　

一
～
二
〇
頁
。

　
（
4
）　

和
歌
森
太
郎
は
一
九
五
八
年
の
国
東
半
島
の
民
俗
調
査
以
降
、
志
摩
、
津
軽
な
ど
九
ヶ
所
の
調
査
を
行
い
、
報
告
書
を
ま
と
め
て
い
る
。

一
方
九
学
会
連
合
も
、
一
九
五
〇
年
の
長
崎
県
対
馬
に
始
ま
り
、
能
登
半
島
以
下
、
一
九
七
五
年
の
奄
美
諸
島
調
査
報
告
に
至
る
八
冊

の
総
合
調
査
報
告
書
を
刊
行
し
て
い
る
。

　
（
5
）　

田
中
宣
一　

一
九
九
〇
「
生
活
改
善
運
動
と
民
俗
の
変
化
」『
昭
和
期
山
村
の
民
俗
変
化
』
二
〇
三
～
二
三
七
頁
。
同
二
〇
〇
四
「
生

活
改
善
運
動
と
民
俗
」『
民
俗
学
論
集
』
一
九　

相
模
民
俗
学
会

　
（
6
）　

上
杉
富
之　

二
〇
〇
九
「
グ
ロ
ー
カ
ル
研
究
構
築
に
向
け
て
～
共
振
す
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
再

対
象
化
～
」『
日
本
常
民
文
化
紀
要
』
二
七
輯　

成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科　

四
三
～
七
五
頁
。

　
（
7
）　

田
中
の
業
績
に
つ
い
て
は
註
（
５
）
参
照
。
松
崎
憲
三　

一
九
九
五
「
村
是
と
風
俗
改
良
」『
南
河
内
町
史
民
俗
編
』
南
河
内
町　

一
〇
一
三
～
四
四
頁
。
小
島
孝
夫　

一
九
九
九
「
離
島
振
興
法
と
離
島
の
生
活
」『
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
二
三
集　

同
所
刊　

三
七

～
七
〇
頁
。�

（
成
城
大
学
文
芸
学
部
教
授

民
俗
学
研
究
所
所
長　
　

）




